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旭が丘地区が住みよいまちであるために 

～旭が丘地区の将来像～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年（令和 2年）3月に「旭が丘地区まちづくり計画」を策定し、地域の皆さん

が「住んでよかった」と思えるまちづくりの一歩を踏み出してきました。しかし、新

型コロナウイルス感染拡大等により私たちの生活は一変し、事業計画の変更・中止

せざるを得ない状況となりました。そのような状況の中、旭が丘地区の皆さんがこ

れまで以上に愛着と誇りを感じ住み続けたいと実感できるよう、現行の「旭が丘地

区まちづくり計画2020」（2020～2023年度）が計画期間満了を迎えることから本

計画を見直し、新たに「旭が丘地区まちづくり計画 2024」（2024～2027 年度）と

してまとめました。 

 

旭が丘地区まちづくり協議会 

（略）これからの人口減少、少子高齢化と共に市の財政が

厳しくなると言われて久しいかとおもいます。 

そのような状況の中で今までのように全てを市に委ね続け

るのは困難であることは明白です。 

今、旭が丘地区にいる皆さんが、旭が丘に住んでいて良か

った、これから生まれてくる子供たちが、旭が丘に生まれて

良かった、と思うまちをつくりあげるにはどの様な体制や取

り組み方が良いのかを２年間検討重ねてきました結果、本日

皆さんに提案できる協議会までたどり着きました。 

 

次の世代の人達に旭が丘の「住みよい、住んでよかった」

を引継ぎができる旭が丘地区を築きたいと思います。 

（平成３０年５月２０日、旭が丘地区まちづくり協

議会設立総会、当時の水谷哲生会長の挨拶より） 
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１ まちづくりの基本目標 

 

   旭が丘地区まちづくり協議会（略称「旭まち協」）は、住民の手によるまちづく

りを進めていくために「スローガン」と「目標」を掲げています。 

 

 

 

 

 

≪≪≪ 目  標 ≫≫≫ 

 地域の振興、住民の交流、啓発を高める 

 地域が連携した安全で安心なまちづくり 

 健康及び福祉の増進 

 青少年の健全育成ができる取り組み 

 文化・スポーツの推進 

 協議会の広報活動と人材の発掘 

 

   この目標の実現には、旭が丘地区の現状を踏まえ、宝物を生かしながら、計画 

的にまちの活性化や課題解決に取り組んでいく必要があります。 

    

≪≪≪ スローガン ≫≫≫ 
旭が丘地区の住みよい環境を更に高め 

未来への世代に引き継げる地域を 

みんなでつくろう！ 
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２ 旭が丘地区の姿 

（１）地区の位置や人口等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇世帯数       ◇人 口 

  約 5，600世帯   約 13，000人 （うち、男：約6，300人、女：約 6，700人）     

【地区旗】 

意匠：ひまわり 

意味：広野に夏の太陽をうけてたくましく

咲くひまわりの花。この地にふさわし

い。地色「あお」は天をあらわす青色、

ひまわりは明るい花を表現した。 

（引用：市民体育祭地区旗説明資料より） 

旭が丘地区は 

ここ！ 
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（２）地区の人口推移や人口構成の変化 

鈴鹿市内でも人口が多い旭が丘地区ですが、下のグラフのように人口は減 

り、人口全体に占める働き手世代や１８歳以下の子どもたちの割合も低くなっ 

ていくことが予想されています。 

 

 

これまでも、旭が丘地区では、自治会活動や子どもの健全育成にかかる活

動、防災訓練、盆踊りなど、住民自らの手で住みよい地域にしていくための活

動が行われています。 

しかし、今、当たり前のようにある下校時の見守りも、無理なく継続していく

ための方策を考えなければ、活動は続けられなくなってしまうかもしれません。  

防災訓練も、大規模災害時の長期にわたる避難に備え、住民一人ひとりや

各自治会の防災意識を高める必要があるでしょう。 

 

そのような中、地区自体が対策を講じていくためには、「今、何に手を打たな

ければならないか」「どのようにしたら、活動を継続できるか」を考え、実現に

向けて計画的に取り組むことが必要となってきます。 
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（３）住民の意識 （アンケート結果より） 

旭が丘地区では、今回のまちづくり計画の見直しに伴い、2023年（令和 5年） 

１０月に１８歳以上の住民の皆さんを対象としたアンケート調査を行いました。（回収

率 46.6％） 

アンケート結果のうち、主なものをここで紹介します。 

 

➢ 旭が丘地区に住んで良かったと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40%

51%

5%
1%

3%

42%

51%

4%
1% 2%

37%

51%

7%
1% 3%

27%

44%

11%

5%

13%

1 2 3 4 無回答

年代別

18~39歳 40~59歳 60歳以上 不明

全ての年代・性別において「住んでよかった」「どちらかというとよかった」と考える方

がほとんどという結果が得られました。一方で、「そう思わない」という方も少数ですが

いらっしゃることが伺えます。 

しかし、前回のアンケートでは「そう思わない」と回答した方の割合が 2～4％だったの

に対し、今回は 1％と全ての年代で減っており、少しずつですが旭が丘地区のよさを感じ

られるまちになってきているのではと推測されます。 

1 そう思う

39%
2 どちらかといえ

ばそう思う

51%

3 どちらかと

いえばそう思わ

ない

6% 4 そう思わない

1%

無回答

3%

41%

49%

6%

1% 3%

37%

53%

6%
1%

2%
27%

46%

11%

3%

11%

1 2 3 4 無回答

男女別

女 男 不明

※ 【棒グラフ 横軸ラベル】 

１：そう思う 

２：どちらかといえばそう思う 

３：どちらかといえばそう思わ

ない 

４：そう思わない 
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➢ 旭が丘地区まちづくり協議会を知っていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり協議会が発足し 6 年が経ちましたが、全体の 1

割に満たない方ほどしか実際に利用・参加したことがないと

いうアンケート結果になりました。 

しかし、各事業別の参加率を見てみると、盆踊り大会は

35％という高い値が出ており、旭まち協の事業と気づかず

参加している方が多い現状が伺えます。 

7%

17%

42%

27%

7%

6%

15

%

38%

34%

6%
10%

15%

30%
26%

19%

1 2 3 4 無回答

男女別

女 男 不明

5%
8%

35%

45%

6%

7%
14%

41%

32%

5%
7%

21%

42%

21%

9%7%

19% 30%
26%

18%

1 2 3 4 無回答

年代別

18~39歳 40~59歳 60歳以上 不明

1 参加・利用したことがある

7%

2 内容は

知っている

16%

3 名前は聞いたこ

とがある

40%

4 全く知らない

30%

無回答

7%

※ 【棒グラフ 横軸ラベル】 

１：参加・利用したことがある 

２：内容は知っている 

３：名前は聞いたことがある  

４：全く知らない 
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7% 5%
12%

27%
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27%
16% 11%

5% 6%

39%

10%

46%
38%

51%

50%

38%

42%
57%

55%

21%

41%

51%
36%

45%

28%

18%

6%

22%
21%

26%

44%

42%

6%10% 10% 6%
4% 2%

8% 5% 6%

28%

9%
1%

83%

1 そう思う / 参加したい 2 どちらかといえばそう思う

3 どちらかといえばそう思わない 4 そう思わない / 参加したいとは思わない

無回答

【住民の皆さんが思う旭が丘地区の姿】 

全体として、 

  【１位】 日常生活（買い物など）に便利   

  【２位】 医療機関が充実している 

であり、回答者の 9割の方が「住んでよかった」と感じていることが伺えます。 

一方で、 

  【１位】 祭りなどの文化・伝統がない（少ない） 

  【２位】 地域活動が活発ではない 

  【３位】 災害に対する備えが不足している 

  【４位】 人情の豊かさや地域の絆があまり感じられない 

など、身近な生活における気持ちの上での安心感や、具体的な備えの実感が薄い

ことが伺えます。  

➢ 旭が丘地区はどんなまちだと思いますか？ 
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 全体を通して、前回のアンケート時から大きな変化はありませんでしたが、そ

れぞれの項目に注目すると次のようなことがわかりました。 

 

 

 「まち全体」については、スーパーや医療機関、学校等が身近にあり、きれいで閑

静であることから、生活利便性は良いという声が非常に多くある一方で、バス停

の遠さや、大きな医療機関や公共施設への直通バス路線のなさなど移動手段 

に関する不安の声や、道路の狭さや歩道の整備を求める声が多くありました。 

 

 「人」については、比較的穏やかでモラルが高く、適度な交流があって良いと

感じる一方で、干渉しすぎない関係を望むなど、人と人との距離感に微妙な課題

があることが伺えます。 

 

 「福祉や防災防犯」については、高齢者や子どもの見守りについて不安感が高

く、交通安全対策も含めて取組が必要と感じている方が非常に多いことが伺えま

す。 

 

 「防災」については、不安感はありながら標高が高い地形であるため安心と感

じている傾向があり、これをどう捉えるかが課題と思われます。 

 

 「子ども」については、日頃の地域住民による見守り活動への感謝や安心感が

高いことが伺えます。 

 

「交通安全」については不安感が非常に高く、車等への対策のほかに子どもに

対する教育の必要性についても声が多くあります。 

 



旭が丘地区まちづくり協議会 10 

 

（４）まちの宝物と課題（アンケート結果より） 

   アンケート結果を踏まえて、住みよい旭が丘地区づくりのための 

     「宝物」 … これからも大切にしていきたいこと 

     「課題」 … 困っていることや足りないこと 

   を、次のようにまとめました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   まちづくりを進めるにあたり、今ある「宝物」を生かして、良いところは伸ばし 

大切にしていくこと、「課題」はみんなで対策を考え、できるところから解決に向 

けて取組を始めることが、大切です。 

 

 

【宝物】 

◇ 子どもが多く元気であること 

◇ 買い物や移動に便利な生活環境 

◇ 人と人との適度なつながり 

◇ 地区内のふれあいや交流（主に盆踊り） 

◇ 登下校時の見守りやあいさつ 

◇ 教育施設の多さ 

【課題】 

◇ 道路の狭さや歩道の整備 

◇ 子どもや一人暮らし高齢者等への見守り 

◇ 増え続ける空き家 

◇ 病院等への移動手段の確保 

◇ 交通マナーの悪さ等への交通安全対策や防犯・防災面の不安 

◇ 旭が丘公民館の老朽化と狭あい化 
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３ 「まちづくり計画 2020」（2020～2023年度）の振り返り 

《総務・広報部》 

 

まちづくり広報紙は、年 5回の発行を目指していましたが、コロナ禍で各部の

行事が中止になるなど、発行回数が減る時期もありました。 

コロナが第 5類に移行して、行事も活発に行われるようになり、適宜に情報

発信ができるようになりました。 

年間行事カレンダーは 2022年度、2023年度の 2回発行しました。今後

は、内容、レイアウトの見直し等に取り組んでま

いります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《生活福祉部》 

 

「旭お助け隊」は想定以上に進められた一方、

「福祉マップづくり」はほとんど進展がないなど、

事業により達成度が大きく異なってしまいまし

た。 

コロナ禍で話し合いの時間があまり持てなか

った点もありますが、人員確保が不充分だった点と活動

の取り組み方針が不明瞭になってしまった点に理由があ

ると思われます。 
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《文化スポーツ部》 

 

 コロナ禍により中止となってしま

った行事が多く残念に思っていまし

たが、2023年（令和 5年）に 4年

ぶりに開催できた盆踊り大会では、

多くの住民の皆様に参加いただき、

子どもたちの楽し気な姿や住民同

士の交流が見られました。 

 ウオーキングやスポーツ行事も以前のように

開催できるようになり、ボッチャ・テニポン・ド

ッヂビーなど新しい競技にも積極的に取り組

めました。 

《安全部》 

 

子どもたちの見守りは、ながらパトロール・登下校時の見守り・あいさつ運 

動など、自治会・PTA・民生委員児童委員等の協力のもと行ってきましたが、

2020年（令和 2年）には一部地域で「ゾーン 30」の指

定を受ける事ができました。 

2023年（令和 5年）には、関係団体にアンケートを

お願いし、今後の活動に役立てていこうと考えていま

す。 

防災に関する活動の一環として 2024年（令和 6

年）2月に「旭が丘地区防災心得」を各戸配布しました。 
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４ 計画推進にかかる旭まち協の組織体制 

旭まち協は、小学校区を区域として、「住みよい旭が丘地区づくり」を目的に

住民の皆さんや各自治会、各団体等がお互いに横のつながりをもって協力して

活動するための組織です。 

本計画の推進体制は下記のとおりです。３ページに掲げる目標の実現に向け

て、みんなで知恵を出し合い、工夫し、お互い様の気持ちで、できるところから

活動していきましょう。 
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自
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会
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が
丘
地
区
自
治
会
長
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民
生
委
員
児
童
委
員
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会
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が
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班
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ひ
ま
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り
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こ 

亀
老
ク
ラ
ブ 
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Ｔ
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体
育
振
興
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盆
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り
実
行
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が
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地
区
自
治
会
長
会 

公
民
館
運
営
委
員
会 
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校
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営
協
議
会 

 

自
治
会
自
主
防
災
隊 

旭
小
避
難
所
開
設
初
動
隊 

旭
っ
子
見
守
り
隊 

旭
が
丘
地
区
自
治
会
長
会 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
（旭
が
丘
班
） 

 

会計監査 

2023年（令和 5年）5月 20日時点 ※呼称は発行時点のもの 
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５ 各部会の目的・重点取組と活動方針 

（１）目的・重点取組 

    まちづくりを進めるにあたり、旭まち協の各部会は、住民アンケートや協議 

ワークショップ等を踏まえ、各部の目的と重点取組を掲げています。 

総務・広報部 

部の目的 旭まち協の活性化を目指す 

重点取組 

① 広報力アップ 

② 地域計画の進捗管理と自治会長会との連携 

③ 渉外活動 

生活福祉部 

部の目的 旭が丘の各団体と協議して、地域福祉の向上に努める 

重点取組 

① 住民の支え合いによる高齢者の生活支援活動 

② 旭が丘地区まちづくり協議会サロンの効果的な継続 

③ 災害時の要支援者対応 

④ 乳幼児がいる家庭の子育てサポート 

文化スポーツ部 

部の目的 地域住民のふれあいを大切にするまちづくり 

重点取組 

① 盆踊り大会 

② 地域住民のふれあい 

③ 土曜学習活動による、児童と地域住民とのふれあい、まち協

スポーツ大会（仮称）を実施 

安全部 

部の目的 
住民だれもが安全で安心してくらすことのできるまちをつくり、

地域の宝である子どもを地域全体で健やかに育てていく 

重点取組 

① 防犯に関する活動 

② 交通安全に関する活動 

③ 学校との連携活動 

④ 防災に関する活動 
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（２）４年間（2024～2027年度）の活動方針 

2023年（令和 5年）10月に行ったアンケートを基に、2024年度（令和６年）

からの４年間の各部会の重点取組を進めていくための方策について、2023

年（令和 5 年）１２月に協議会の構成団体の参加による地域計画策定ワークショ

ップを行いました。 

 

その内容を踏まえ、旭が丘地区のまちづくりを推進するための活動方針とし

て、主な内容をまとめました。 

 

今後は、この方針に基づき、人と人、団体と団体など、つながりや連携を大

切にしながら、住みよい旭が丘地区づくりに向けて、旭まち協を中心に住民自

らの力で、できるところから検討や活動を進めていくものとします。 

   また、本計画を進めていくにあたり、年度ごとに取組内容を検証し、役員会 

の承認をもって見直すことができるものとします。 
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重点取組① 広報力アップ 

内 容 小学校ＰＴＡと連携し、地域活動に関する情報をまと

めて発信するなど、地域の様々な活動をわかりやすく

伝えるとともに、まちづくりへの関心を高め、子どもか

ら大人まで幅広い世代に親しんで読んでもらえるよう

な広報紙づくりを目指します。 

重点取組② 地域計画の進捗管理と自治会長会との連携 

内 容 各部会の進捗管理と部会間連携を促すとともに、自

治会長会との連携を強化し、まちづくり活動の促進を

図ります。 

重点取組③ 渉外活動 

内 容 小学校ＰＴＡと旭まち協各部のつながりを強化し、小

学校を中心としたまちづくりの推進を目指します。 

また、旭まち協の事務局体制を整えます。 

総務・広報部 

 
目標 『旭まち協の活性化を目指します』 
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《総務・広報部》    

     

重点取組 ① 広報力アップ 

活動方針 小学校 PTAと連携し広報活動を強化する 

期待する

効果 

小学校 PTA活動を含めた地域活動に関する情報を把握し、幅広い

年代に親しまれる広報紙を作成することで、学校と地域の連携による

まちづくりを進めることができる。 

連携する

部会等 
小学校 PTA、全部会 

実 行 計 画 

計画年次 2024 2025 2026 2027 

取り組み

予定 

◆年間行事おし

らせカレンダー

の見直し 

・レイアウトの検

討 

・デジタル化の検

討（ホームページ

等でいつでも見

えるようにする） 

◆年間行事カレ

ンダーをホーム

ページで見られ

るよう、デジタル

化を実施する 

◆問題、課題

を洗い出す 

◆問題、課題を

解決し、定着を

図る 

◆広報紙の記載

内容の見直し 

・地域の人が欲し

い情報の発信及

び、レイアウトの

見直し 

・デジタル化の検

討（ホームページ

等で何時でも見

える様にする） 

◆まちづくり協

議会各部の活動

を分かりやすく

伝える紙面作り 

 

◆地域のいろい

ろな情報を収集

し紙面づくりに

反映する。 

・広報紙をホーム

ページ紙見られ

るよう、デジタル

化を実施する 

◆他地域との

交流を計り、

良いところを

取り入れる 

 

◆ホームペー

ジの問題、課

題を洗出す 

◆問題、課題を

解決し、定着を

図る 
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《総務・広報部》    

     

重点取組 ② 地域計画の進捗管理と自治会長会との連携 

活動方針 
各部会の進捗管理と部会間連携を促すとともに自治会長会との

連携を強化し、まちづくり活動の促進を図る 

期待する

効果 

各部会の事業執行状況を踏まえ、事業計画実施にかかる見直し

や調整を図り、活動の改善や活動しやすい組織体制の構築を進め

ていくことができる。 

 自治会長会との連携により地域一体となった取組を促進してい

くことができる。 

連携する

部会等 
全部会、自治会長会 

実 行 計 画 

計画年次 2024 2025 2026 2027 

取り組み

予定 

◆アンケート結

果の分析 

・「旭が丘地区

まちづくり計

画 2024」を

全戸に配布す

る 

◆問題点の改

善への取組 

・アンケートで

の要望、改善

項目等を各関

係部門で取り

組む（市・自治

会・まち協） 

 

・アンケート項

目の検討（前回

アンケートの改

善点を反映） 

◆アンケートを

実施する 

◆アンケート結

果の検証から

ワークショップ

を開催し、「旭

が丘地区まち

づくり計画

2028」を全

戸に作成・配布

する 
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《総務・広報部》    

     

重点取組 ③ 渉外活動 

活動方針 
小学校 PTAと旭まち協各部とのつながりを強化し、活動の連携

を図るとともに、事務局体制を整える 

期待する

効果 

小学校 PTAと旭まち協各部が連携することにより、旭まち協

による小学校 PTAサポート体制が生まれるとともに、小学校と地

域との連携が強化されることが期待できる。 

 また、事務局体制により役割分担が明確になり、事務手続き等が

円滑になることが期待できる。 

連携する

部会等 
小学校 PTA （保護者部・安全部・広報部） 

実 行 計 画 

計画年次 2024 2025 2026 2027 

取り組み

予定 

◆小学校及び

PTAとの意思

疎通を密に行

い事業の整合

性を図る 

・事業の内容を

決める 

・PTA各部が

関連する部会

の会議に出席

し情報を共有

する 

 

◆事務局体制

を稼働 

◆旭まち協と

小学校 PTA

とで事業を実

施する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆事務局体制

の見直し 

◆問題、課題

を洗い出す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆事務局体制

の改善 

◆問題、課題

を解決し、定着

を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆事務局体制

の定着 
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重点取組① 住民同士の支え合いによる高齢者の生活支援活動 

内 容 旭お助け隊の活動を長く続けるために、活動の一層

の充実と満足度の向上を図ります。 

重点取組② 旭が丘地区まちづくり協議会サロンの継続 

内 容 サロンのネットワークを構築し、サロン事業を充実さ

せ、高齢者の健康的な日常生活をサポートします。 

重点取組③ 災害時の要支援者対応 

内 容 災害時を想定し、支援が必要な方への対応を準備し

ていきます。 

重点取組④ 乳幼児がいる家庭の子育てサポート 

内 容 お子さんの成長が実感でき、子育て情報を共有でき

る場を提供していきます。 

生活福祉部

目標 『旭が丘の各団体と協議し地域福祉の向上を目指します』 
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《生活福祉部》      

       

重点取組 ① 住民同士の支え合いによる高齢者の生活支援活動 

活動方針 「旭お助け隊」活動の充実と住民の満足度の向上を図る 

期待する効果 助け合いや支え合いの活発な地域になる 

連携する部会等 
社会福祉協議会、第 7包括支援センター、自治会長会、長寿社会課、伊勢マリ

ンホーム、民生委員児童委員協議会（旭が丘班） 

課題 実 行 計 画 

計画年次 

期待する効果 

2024 2025 2026 2027 

支援会

員の満

足度の

向上 

◆支援会員

の会合を定

期的に実施

する 

・定期的な集いの場を提供する 

・支援会員から課題を吸い上

げ、改善し実行する 

 

日常の繋がり

やコミュニケー

ションが進む 

利用会

員の満

足度の

向上 

◆利用会員

の集まりを定

期的に実施

する 

・定期的な集いの場を提供する 

・利用会員の期待すること、困っ

ていることの課題を収集し改善

に繋げる 

 

交流が進み、

支え合いに発

展する機会が

増える 

◆付添支援

者について

は女性の増

員を図る 

・広報紙の発行回数や内容を再

検討する 

・関心を向けてもらえる広報の

手段を検討する 

・HPや SNS、新聞等を活用 

 

◆自治会と

の連携を強

める 

・自治会のモデル地区を設定し、

近隣住民が支援に参加できる仕

組みを作る（ケーススタディ） 

 

 

    

近所の人たち

によるコミュニ

ケーションが

増え、気がかり

な高齢者が減

る 

支援者

の輪を

広げる 

◆支援会員

を手助けで

きる制度の

構築 

・ボランティアの希望者を募る 

・チラシを作成・設置し、募集 

・HPや SNS、新聞等を活用 

 

 
    

支援の輪を広

げることで、助

け合い・支え合

いが活発な地

域になる 

集いの場の回数・頻度は
状況に応じて調整する 

集いの場の回数・頻度は
状況に応じて調整する 

モ デ ル
地 区 の
活 動 を
各 班 に
広げる 

コ ー デ
ィネート
方 法 を
検討 
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《生活福祉部》    

     

重点取組 ② 旭が丘地区まちづくり協議会サロンの効果的継続 

活動方針 
サロン活動を通して、参加者の健康を維持し有意義な日常生活を

サポートする 

期待する

効果 

家庭内 → 自分の足で会場へ参加 → 楽しいひととき 

介護予防（健康維持）につながる 

連携する

部会等 
長寿社会課、社会福祉協議会、第 7包括支援センター 

実 行 計 画 

計画年次 2024 2025 2026 2027 

取り組み

予定 

◆地区内サロ

ンネットワーク

の構築 

◆期待される

サロンの姿を

検討 

◆1，2年目を

生かした活動 

◆充実したサ

ロン活動を通

した、参加者の

満足度向上 

・情報共有と課

題の洗い出し

（旭が丘地区

内） 

・地域格差を知

るために、参加

者の分布を知

る 

・サロン開催の

PR活動 

・参加人数、会

場、演目は適

切か 

・他地区への勉

強会 

・参加者を対象

としたアンケー

トの実施 

・サロン活動を

継続させるス

タッフの確保 

・リーダーの確

保と養成 

・対策は効果的

だったか検討 

・サロンの認知

度向上（全く知

らない方の割

合 66％⇒

50％） 

・これまでの検

討結果を基

に、次年度に

繋がる活動を

検討 
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《生活福祉部》    

     

重点取組 ③ 災害時の要支援者対応 

活動方針 
災害時支援が必要な方がいること、そしてその対応について関心を

持ってもらうことを目指す 

期待する

効果 
災害時に支援が必要な方を見逃さず、災害に負けないまちづくり 

連携する

部会等 
自治会長会、安全部 

実 行 計 画 

計画年次 2024 2025 2026 2027 

取り組み

予定 

◆取組体制を

整理 

◆提供ノウハウ

の準備 

◆提供方法の

検討 

◆地域からの

要望を受け、ノ

ウハウを提供す

る 

・取組リーダー

とメンバーを

決める 

・取り組み内容

の具体的な検

討 

・防災への意

識づけ（講演

会など利用） 

・自治会への

働きかけ 

・防災への意識

づけ（講演会な

ど利用） 

・自治会への働

きかけ 

・防災への意識

づけと自治会

への働きかけ

を継続 

・具体的な提供

方法を検討 

・防災への意識

づけと自治会

への働きかけ

を継続 

・実際に提供で

きる状態を整

えておく 
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《生活福祉部》    

     

重点取組 ④ 乳幼児がいる家庭の子育てサポート 

活動方針 子育てがしやすいまちづくりを目指す 

期待する

効果 

身体測定により成長を実感できる。子育ての楽しさや辛さなど

を同じ境遇の親子らと共有することで、旭が丘での子育てに心強

さを感じてもらえる。 

連携する

部会等 
保健師（鈴鹿市） 

実 行 計 画 

計画年次 2024 2025 2026 2027 

取り組み

予定 

◆活動をさら

に活発化する 

◆活発化させ

た活動の定着

を図る 

◆活発化させ

た活動の定着

を図る 

◆活動を定着

させる 

・実施回数は 4

回から 6回へ 

・スタッフの充

実を図る 

・広報が行き届

いていない箇

所への PR方

法を検討 

・白子地区内で

の保健師派遣

回数の調整 

・年 6回の開

催をキープ 

・スタッフの充

実を図る 

・年６回の開催

をキープ 

・スタッフの充

実を図る 

・年 6回の開

催をキープ 

・スタッフを

10名に増員 
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重点取組① 盆踊り大会 

内 容 盆踊り大会の実施を通じて、子どもからお年寄りま

で多世代にわたる地域住民同士のふれあい・つながり

アップを目指します。 

重点取組② 地域住民のふれあい 

内 容 だれもが手軽に取り組めるウオーキングを通じて、

住民同士の交流と健康増進を図るとともに、旭が丘の

魅力の発見へのきっかけをつくります。 

重点取組③ 

 

土曜学習活動による児童と地域住民とのふれあい、ま

ち協スポーツ大会（仮称）の実施 

内 容 スポーツ等を通じて、多世代の交流と、楽しみなが

らの健康づくりを目指します。 

文化スポーツ部 

 

 

目標 『地域住民のふれあいを大切にするまちづくりを 

進めます』 
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《文化スポーツ部》    

     

重点取組 ① 盆踊り大会 

活動方針 地域住民のふれあいアップを図る 

期待する

効果 

恒例となっている盆踊り大会を実施することにより、子どもか

ら高齢者まで多世代にわたり楽しみながら住民同士のふれあい・

つながりを深めていくことができる。 

連携する

部会等 
全部会、自治会長会 

実 行 計 画 

計画年次 2024 2025 2026 2027 

取組予定 

・盆踊り大会の実施（2日間）                         

・2日間のゲストを分散する（白子中学校吹奏楽部・フリーダムの  

ダンス）                                        

小学生のポスター掲示について場所や方法を検討する 
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《文化スポーツ部》    

     

重点取組 ② 地域住民のふれあい 

活動方針 ウオーキングでふれあいアップを目指す 

期待する

効果 

手軽に取り組めるウオーキングによって、住民交流・健康増進・

まちの魅力発見につなげることが期待できる。 

連携する

部会等 
全部会、自治会長会 

実 行 計 画 

計画年次 

2024 2025 2026 2027 

◆ウオーキン

グ 2024 

 

・距離や対象者

を検討する 

・ゲームの実施

に向けて検討

する 

◆ウオーキン

グ 2025 

 

・距離や対象者

を検討する 

・ゲームの実施

に向けて試し

てみる 

◆ウオーキン

グ 2026 

 

・距離や対象者

を検討する 

・ゲームの実施

に向けて試し

てみる 

◆ウオーキン

グ 2027 

 

・目的地でのゲ

ームを実施す

る 
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《文化スポーツ部》    

    

重点取組 
③ 土曜学習活動による児童とのふれあい、まち協スポーツ大会（仮称）を実施

する 

活動方針 スポーツ等を通じて地域住民のふれあいを目指す 

期待する

効果 
多世代の交流と、楽しみながらの健康づくりにつなげることができる。 

連携する

部会等 
全部会、自治会長会、PTA 

実 行 計 画 

計画年次 

2024 2025 2026 2027 

◆スポーツ行事

2024 

 

・まち協スポーツ

大会（仮称）を企

画する。 

競技種目・参加者

の把握方法 

・本年は、従来同

様のスポーツ行

事を開催する 

競技種目・参加者

の把握方法 

の検討 

◆スポーツ行事

2025 

 

・まち協スポーツ

大会（仮称）を試し

てみる 

・参加者把握 

・競技方法の検討 

◆スポーツ行事

2026 

 

・まち協スポーツ

大会（仮称）を試し

てみる 

◆スポーツ行事

2027 

 

・まち協スポーツ

大会（仮称）を実施

する 

◆クリーン旭が丘 

 

・目的の明確化 

（小学校土曜学習

の一貫ではある

が、学校だけの事

業ではない） 

・催し物を検討す

る（餅つきなど） 

◆クリーン旭が丘 

 

・目的の明確化 

・催し物実施して

みる 

◆クリーン旭が丘 

 

・目的の明確化 

・催し物実施して

みる 

◆クリーン旭が丘 

 

・目的の明確化 

・催し物実施して

みる 
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重点取組 

①＋②＋③ 
防犯・交通安全に関する活動、学校との連携活動 

内 容 小中学校と地域が「まちの安全」を目的に、みんなで

子どもたちを守るとともに、子どもたちの健やかな成

長へのサポート体制づくりを目指します。 

重点取組④ 防災に関する活動 

内 容 自治会や各団体・各委員の防災意識の向上と連携強

化を図るため、旭が丘地区防災計画の策定を目指しま

す。 

安全部 

 

 

 

目標 『住民だれもが安全で安心してくらすことのできるま

ちをつくり、地域の宝である子どもを地域全体で健やかに育

てていきます』 
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《安全部》     

     

重点取組 ①＋②＋③ 防犯・交通安全に関する活動、学校との連携活動 

活動方針 みんなで「まちの安全のための見守り」に取り組む 

期待する

効果 

 小中学校と地域が目的を共有し、子どもの見守りや交通安全に

取り組むことで、子どもたちの成長を支える。さらに、まち全体の

防犯力の向上にも期待できる。 

連携する

部会等 
自治会長会、各団体、全部会 

実 行 計 画 

計画年次 2024 2025 2026 2027 

取り組み

予定 

ゾーン３０プラ

スの意見を出

し合おう 

ゾーン３０プラ

スを申請しよ

う 

ゾーン３０プラ

スを整備しよ

う 

ゾーン３０プラ

ス始動 

◆各団体で見

守り挨拶活動

を継続 

 

◆みんなで「な

がらパトロー

ル」に取り組む 

 

◆自治会で、

のぼりや腕章

を啓発に利用 

 

◆ゾーン３０プ

ラスの整備内

容を検討 

◆見守り・あい

さつ活動の活

性化の検討 

 

◆ながらパト

ロールの活性

化の検討 

 

◆のぼりや腕

章の積極的な

仕様の検討 

 

◆ゾーン３０プ

ラスの整備内

容を行政と協

議 

◆各団体の活

動を行いつつ 

    + 

◆「旭っ子見守

り隊」として、

効果的な取り

組み方法を検

討 

 

◆ゾーン３０プ

ラスの整備を

行う 

◆各団体・なが

らパトロール・

自治会 

    + 

「旭っ子見守り

隊」による、交

通安全＆防犯

活動 

    + 

ゾーン３０プラ

スの運用開始 

 

◆みんなで交

通安全＆防犯

活動に幅広く

取り組もう 
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《安全部》     

     

重点取組 ④  防災に関する活動 

活動方針 みんなで「旭が丘地区防災訓練」に取り組む 

期待する

効果 

 住民や自治会、各団体が参加する、旭が丘地区全体の防災訓練

を実施することで、住民の防災意識の向上と地域全体の防災力の

高まりを期待することができる。 

連携する

部会等 
自治会長会、各団体、全部会 

実 行 計 画 

計画年次 2024 2025 2026 2027 

取り組み

予定 

防災の関心を

高めよう 

旭が丘地区で

防災訓練をし

てみよう 

地区防災計画

を見直そう 

旭が丘地区で

防災訓練をし

てみよう 

◆各団体で小

さな防災活動

をしてみる 

 

◆自治会で自

主防災活動に

取り組む 

 

◆初動隊で自

主防災活動に

取り組む 

 

◆安全部で防

災訓練の計画

を練る 

◆自治会、各

団体の協力の

もと旭が丘地

区防災訓練を

実施する 

◆防災活動を

継続しつつ 

    ＋ 

防災訓練の振

り返りをしよう 

 

◆防災訓練を

もとに地区防

災計画を見直

す 

◆隔年で旭が

丘地区防災訓

練を実施する 

 

◆地区防災計

画の改定版を

作成する 
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＝＝＝ 地域計画策定ワークショップの様子 ＝＝＝ 
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＝＝＝ 各事業の様子 ＝＝＝ 
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